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市 川 芳 彦 (日大理工 )
プラズマ内の異常輸送現象を ,プラズマ内K起る振動 ,或いはゆらぎの不
安定性 と粥連づ けて解明しようという試みについては ,Drunmond-
Rosenhluthの理論を卵 として ･すでに説明したが ,.全く別紅 ･普通の疏体
内の乱統紅よる輸送現象 と同様に考えて解明しようという試みもあるO蹄体
'D場合には ,系のふるまいを記述するK瞭Lて J後視的な ktinetiQ scale





られてい るプラズマ振動は ,巨視的な運動方程式か ら導 く事もできるL ' 微
視的な観点から導 く事 もできる｡
プラズマの異常輸送現象を ,乱蹄的輸送現象として理解してい こうとする
為紅は ,プラズマの乱蹄 とは ,どのような運動のモー ドに よって charac一･一
terizeされるのか ?を明らかにする事が ,先ず必要であるO
プラズマを添体的近似でとりあつか う場合Kは ,連続の式 ,運動の方程式
とMaxwel王の方程式の組を間いるが ,プラズマ内の運動のモー ドを見通しよ
く調べ る為に ,それ らの連立方程式を ,正準型式 に書きあらわす ことが可能
かどうかを考えたC量子蹄体力学などで良 く知 られているや り方FL従って ,
そのプログ ラムを進めると ,訂eRの問題ではフォ ノンーロトン系に対する
flamiltonianが導かれるのに対 して ,プラズマの場合には ,プラズモン-
ロ トン系に対するflamiitoniar)が得られ るO
プラズマ内の乱蹄とは ? という問題か ら ,'横にそれてしまったような気
がするが ,プラズマの場合の ロ トンという運動の自由度は一体何なのであろ
うか ? (本号 119頁参照 )
TwoStream Tr)stabIH ity and Fluctuations
一 丸 節 夫(東大工)
pines,Rostoker及び筆者(1反 よって展開された ,プラズマの two
stream instahilityに_附随せ る臨界揺動現象の理論を紹介す るO
プラズマ中の電子密度の時間空間的な相関函数のFourier変換は ,よく
知 られている通 り,電子密度のゆらぎのスペク ト,レ,S(kGり , を与える｡
このS(kw)はプラズマ中の集団運動的及び個別運動的な素励起を共K含む
が ,それ らをわけて
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